
第１０回中心市街地
復興まちづくり推進委員会

令和６年１０月７日（月）１８時００分～

人 吉 市

復興デザイン会議の設立について
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２
人

出典:かわまちづくり協議会資料

パースは整備イメージです。今後、詳細を議論するため、変更する可能性があります。

出典:復興まちづくり推進協議会資料

山田川沿い 人吉医療センター周辺 青井阿蘇神社周辺

球磨川沿い 中川原公園周辺 人吉城址周辺
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３

主要拠点および
主要な回遊動線の設定

地域資源があり、事業・取組が
行われているポイントを主要拠
点に設定し、拠点間をつなぐ主
要な回遊動線を設定し、順次整
備

回遊性の向上
各拠点でのプロジェクト、およ
び拠点間を主要な回遊動線で結
ぶためのプロジェクトを実施す
ることで、回遊性の向上につな
げる

「まちなか」への波及
回遊性の向上により、拠点周辺
だけでなく、「まちなか」全体
で持続可能な地域づくりを実現
する。また、「まちなか」周辺
の地区への波及も目指す
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イメージ① イメージ④

中川原公園

中心市街地地区中心市街地地区
人吉市の中心地として
賑わい・活力を形成

パースは整備イメージです。
今後、詳細を議論するため、変更する可能性があります。

青井阿蘇神社、
参道の人の流れ

人吉駅の転車台、
駅周辺の賑わい

山田川周辺での周遊
マルシェ

新旧が混在した商店を
利用する人々

人吉城跡の石垣、人吉城
歴史館のにぎわい

人吉城跡を拠点とし
たまちあるき

整備後の中川原公園
の利活用の様子

青井地区
青井阿蘇神社を中心とした
歴史文化・賑わい点形成

麓・老神地区麓・老神地区
人吉城跡を中心とした
歴史・文化の拠点形成

球磨川くだりや
カヌーなど

様々な手段に
よる移動の様子
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•

成果指標（候補案） 現状値
（令和4年度）

目標値
（令和9年度）※ 備考

居住人口の市全体に対する
割合（青井地区） 1.4% 1.6%

第 6次人吉
市総合計画
（後期基本
計画）案

居住人口の市全体に対する
割合（中心市街地地区） 1.2% 1.4%

年間宿泊客数 87,610人 217,000人

年間日帰り客数 667,071人 1,283,000人
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復興まちづくり推進会議復興まちづくり推進会議

復興まちづくりデザイン会議復興まちづくりデザイン会議

人吉市⾧

プロジェクトマネージャー 専門家地域

人吉のエリア価値向上に向けた
公・民の取組に関する
最終意思決定機関

公・民の実施する事業のクオリティ
コントロール、継続的なエリア
マネジメントに向けた具体策の提案

行政機関地域 商工

熊本県町内会 商工会議所 温泉観光協会 PTA

金融 情報発信 行政担当者強い想いと実行力を持つ者

提案 意思決定

デザイン会議・推進会議運営
全体アクションプラン作成
民間投資条件・制度設計
・事業者WS ・事業開発ブートキャンプ
地域人材発掘・公民連携
意識醸成

回遊の仕組み・手法構築
市民とのビジョン共有
・合同意見交換会 ・まちなかフォーラム

ランドスケープ

ヒアリング
広報計画作成
ブランドの可視化
情報編集・発信

公共用地・民間
事業者ヒアリング

公民連携事業支援
・青井阿蘇神社周辺
・中川原公園
・その他

事業者向け
公民連携セミナー

庁内勉強会

各コア事業の運営
・鶯温泉 ・青井阿蘇神社周辺
・中川原公園 ・その他

公民連携事業主体

プロジェクトマネジメント

照明地域経営

■2024年度 人吉市復興まちづくり推進体制

事業骨格の検討
(主体・財源)

ハードデザイン

ハートビートプラン
(HBP)

コーミン Tarakusa

有識者

合同意見交換会／事業者WS／社会実験／関係者調整・関係機関協議

ランドスケープ(LD)

照明

交通・駐車場

風景工房

行政ハード整備のデザイン監修
民間事業設計支援・デザイン監修

行政ハード整備のデザイン監修
民間事業設計支援・デザイン監修

人優先の交通体系・道路空間
再編の検討・域内モビリティ検討

座⾧

国交省

防災

消防団

観光 教育

青年会議所

青年層

社協

福祉

事業者

公民連携

将来像検討
事業コンセプト検討
サウンディング支援
社会実験実施

• 鶯温泉
事業計画案の作成

事業組成

ワークヴィジョンズ
(WAO)

LEM空間工房

日本海コンサルタント

行政 事業組成

専門家

交通

TF①
鶯温泉

TF④
中川原公園
胸川

TF③
青井阿蘇
神社周辺

TF⑤
球磨川

アクティビティ

TF⑥
城見庭園

◎WAO

◎市(都市計画課)◎市(市街地復興課)

◎市(復興支援課)◎市(復興支援課)

TF⑨
街路・公園・
河川沿い等
回遊・デザイン
◎市(復興支援課)

TF②
区画整理(紺屋町)

山田川
◎市(市街地復興課)

TF⑦
駅前・SL

TF⑧
城跡・新町

◎市(交通政策課) ◎市(文化課)

TF⑩
交通・モビリティ
・駐車場・道路
空間再編

公民連携 情報発信

◎市(復興支援課)

方針提案
事業者活用アイデア

コーディネート

星野

柴田

歴史文化

5エリアを統合した全体マスタープラン
の提案、全体アクションプランへ反映

事業者活用アイデア コーディネート

事業者発掘
民間投資促進

金融機関

ファイナンス 将来のエリマネ候補

連携タスクフォースタスクフォース

文化財
保護委員会

TF⑪
情報発信

◎Tarakusa

有識者

会⾧
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氏名 所属等 関連分野

1 松岡 隼人 人吉市⾧ 行政

2 柴田 祐 熊本県立大学 教授 学識経験者 

3 吉田 力 東校区支部 支部⾧

4 中村  良郎 西校区支部 支部⾧

5 皆越 英世 人吉市消防団 副団⾧ 防災

6 岩下 博明 人吉商工会議所 会頭 商工

7 鳥越 英夫 人吉温泉観光協会 会⾧ 観光

8 井上 道代 人吉市文化財保護委員会 委員⾧

9 福川 義文 青井阿蘇神社 宮司

10 永田 政司 人吉市PTA連絡協議会 会⾧ 教育・子育て世代

11 北 貴之 一般社団法人 ひとよし球磨青年会議所 理事⾧ 青年層

12 松岡 隼人 人吉市社会福祉協議会 会⾧ 地域福祉

13 飯島 直己 国土交通省 八代河川国道事務所 所⾧

14 田口 雄一 熊本県 球磨地域振興局 局⾧

15 中川 太介 熊本県 球磨川流域復興局 政策監

事務局

人吉市復興政策部復興支援課

 人吉市復興まちづくり推進会議 委員名簿

地域代表

行政

歴史文化
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スキーム・運営方針検討

2024年度
6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

全体

会
議
運
営

復興まちづくり推進会議

復興まちづくりデザイン会議

その他

市民との共有・コミュニケーション

情報発信

ハード整備
(ランドスケープ＆照明＆交通規制
:河川・道路・公園・広場・駐車場)

コア施設事業（鶯温泉）

社会実験の実施・検証

民間投資の促進支援・制度設計

地域人材発掘、公民連携意識醸成

回遊性向上の仕組み構築

交通再編・駐車場配置

エリア経営の内容・主体・財源・枠組み

景観ガイドライン

デザイン監修（ランドスケープ・照明）

事業組成
公民連携

プロジェクト
マネジメント ハードデザイン

人材発掘・専門家によるアイディア出し アクションプラン素案 市民コンセンサス・事業者発掘

対象・内容・メディア等の方針検討

合同意見交換会・事業者WS・まちなかフォーラム

情報発信、メディア連携

アクションプラン内容・次年度事業体制・進め方

既存事業・整備内容把握
デザイン監修時期・内容

１

１

２ ３

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

活動
報告

庁内勉強会・公民連携セミナー50人ヒアリング・資源調査

事業者WS民間事業者ヒアリング・金融機関相談

中川原公園

必要性確認

回遊動線・モビリティ アイディア出し 仮説設定

現況確認・歩行者優先交通再編 アイディア出し

必要性確認

次年度社会実験検証項目設定
社会実験主体・内容の目途

仮説設定

7/21胸川社会実験

情報発信 社会実験

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
素
案
作
成

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
策
定
・
次
年
度
社
会
実
験
案
作
成

■2024年度人吉市復興まちづくりスケジュール

土地・建物所有者意向ヒアリング

将来像・事業コンセプトの検討

サウンディング

コンセプトの見直し

事業計画案をブラッシュアップ

社会実験を
実施

全体マスタープラン検討
（ランドスケープ・照明・交通・回遊
／運営・使われ方イメージ）
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